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書評

　痛みを，症状としてではなく，

診断として扱うようになったの

は 1980 年代である。痛みそれ自

体を治療の対象とする時代が到来

したのである。この結果，ペイン

クリニックが創設された。

　そのときから約 30 年が経過し

た今という時代，痛みに対する認

識も劇的に変化を遂げている。ま

ず，最新の科学は，痛みをできる

だけすみやかに取り除くことの大

切さを立証した。次に，痛みを取

ることは治療の目的ではなく，痛

みの除去は健康な生活にすみやか

に復帰させるための手段であると

いう認識が確立された。第三に，

痛みの治療効果の向上には，患者

と医師との信頼関係，そして pla-

cebo 効果（心理的効用）が深く関

与していることもわかってきた。

第四に，痛みの増悪や遷延化には，

従来われわれが認識していた以上

に早期から，心理・社会的因子が

深く関与していることが立証され

た。

　このような新知見が提示されて

いく中で，痛みをすみやかに除去

することのできるペインクリニッ

ク手技の代表である神経ブロック

の果たす役割は大きい。ただし，

神経ブロックの手技は決してやさ

しいものではない。安全に実施す

るには局所解剖の知識の習得は必

須である。しかも，それだけでは，

現在の医療環境の下では不十分と

いわざるを得ない。確実に，しか

も安全に手技を行うための一手段

として，近年，神経ブロックは透

視下で広く行うのが一般的になっ

てきた。

　透視の手段として広く普及して

いる X 線透視，CT，MRI，そし

て，最近では超音波などの近代装

置を駆使しての透視下神経ブロッ

ク手技を解説した成書は，残念な

がら今まで刊行されていなかっ

た。この度，神経ブロックで使用

する装置ごとに，各章を独立させ

た構成での透視下神経ブロック法

の実際を提示する手技書が初めて

発刊された。一般に，手技を提示，

あるいは解説する成書は，その記

載の仕方の難しさもあり，隔靴掻

痒の感があるものが少なくなかっ

た。幸いに，本書は豊富な解剖図

と術中の画像を多数掲載してお

り，極めて実践的な手技解説書に

なっている。神経ブロックを習得

したいと思っている初心者にも，

「自分にもできる」と思わせる簡易

にして明快な構成になっている。

この「わかりやすさ」には，治療

の第一線で活躍している執筆者を

揃えたことも大きく寄与してい

る。執筆陣をみると，ペインクリ

ニックのオールジャパンという顔

触れである。

　痛みを取り扱う医療従事者に

とって神経ブロックは，自分の武

器として，治療を行う上での選択

肢の一つとして持っておくことは

極めて有用である。神経ブロック

の手技の習得に際して，本書は時

宜を得た刊行といえる。初心者に

は技術やノウハウの習得を，経験

者には安全な，そして確実な手技

の再確認をするうえで本書の価値

は高い。

　9,500 円という本書の値段は安

くない。しかし，それだけの価値

は十分あり，推薦に値する。
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